第２章　気象
年間概況
　昭和49年の大阪の気象は、全般に湿度が低く乾燥した１年であった。１月は少ない降水量で晴天がつづいたため月平均湿度は56パーセントと平年値（68パーセント）よりも大幅に低い値を記録した。それ以後も７月を除き１年中平年より低い湿度を観測した。また、３月は17パーセント、5月は14パーセント、8月は18パーセントとそれぞれの月の過去最少湿度を記録した。
　今年の台風発生個数は32個と平年よりも４個多く発生したが、日本に上陸した台風は３個であった。しかし大阪への影響は少なく割合おだやかな年であった。
月別概況
　１月は冬型の気圧配置が続いたので近畿の中南部では晴れの日が多く、このため前月に続いて空気は乾燥し、15日恒例の奈良の若草山焼きも延期になった。降水量は月合計でわずか18.0ミリで、平年より31.8ミリも少なかった。本月中台風は１個発生した。
　２月は冬型の気圧配置が時々強まり、気温は上、下旬が低目、中旬は高目と変動がかなり大きかった。また、降水量は月合計で96.0ミリで、１月とは逆に平年より40.8ミリも多かった。
　３月も気温の変動が大きく、上旬は平年より高目だったが、中旬以降は低目となった。 21日夜から22日にかけて日本海を低気圧が発達しながら東進、各地で風が強まった。大阪では22日６時20分に最大瞬間風速毎秒28.4メートルと３月の強風としては大阪の観測開始以来、第２位を記録した。本月中台風は１個発生した。
　４月の天気は周期的に変化し、行楽シーズンの日曜日は４回とも雨にたたられた。気温は月平均で15.3度で平年より1.4度高く、降水量は月合計で218.0ミリと平年より89.6ミリも多く、高温多雨の天気であった。大阪の桜の開花は４月３日で平年より２日、昨年より３日遅かった。また、８日には日降水量102.0 ミリを観測、これは大阪の観測開始以来４月の１日雨量としては新記録であった。本月中台風は１個発生した。
　５月の天気も周期的に変化し、前月に続いて気温は高目で経過したが、降水量は平年の約半分でかなり少なかった。ゴールデンウィークは好天に恵まれたが空気は大変乾燥し、２日の大阪の最小湿度は14パーセントとなった。本月中台風は１個発生した。
　６月近畿地方では11日に梅雨に入った。今年の梅雨の前半は雨の日と天気のよい日が比較的はっきり区別され、やや男性型に近い梅雨だったと言える。降水量は月合計で184.5ミリと平年に比べて25.5ミリ少なく、日照時間は206.2時間で梅雨期間にもかかわらず平年より41.6時間も多かった。本月中台風は４個発生している。
　７月近畿地方は20日に梅雨明けとなったが、上旬、中旬は雨の日が多く天気のぐずつきが目立った。梅雨が明けた下旬に入ってもオホーツク海高気圧の勢力が強く、上層に寒気が入ったため不安定な天気が続き、各地でにわか雨や雷雨がみられた。本月中台風は４個発生した。
　８月は下旬に一時的な低温がみられたが、ほぼ平年並みの暑さで経過した。 24日には熱帯低気圧に衰えていた台風14号が復活し26日10時頃浜名湖に上陸した。本月中台風は５個発生した。
　９月は月始めと月末に気温はやや高目だったが、上旬末から下旬にかけて気温は低目で経過し、降水量も平年より少なかった。台風16号が１日夕刻に高知県須崎市付近に、また台風18号は８日夜鹿児島県枕崎付近にそれぞれ上陸した。本月中台風は５個発生した。
　10月は前半やや低目の気温であったが、後半は高目で経過した。天気は周期的に変化したが、天気のくずれは比較的大きく、１回の降水量も30ミリから40ミリと多かった。本月中台風は４個発生した。
　11月は高気圧におおわれ晴天の日が多かった。気温は上旬後半と下旬後半に高目で経過したが、月始めと中旬前半は低目で、10月後半から11月前半にかけて気温の変動が大きかった。本月中台風は４個発生した。
　12月は時々北日本中心の冬型となり、月間を通じ最高気温は平年より低目、最低気温は逆に高目の日が多いという傾向が著しかった。因みに本月の最低気温は4.4度と昭和33年から17年ぶりの暖かさであった。本月も２個の台風発生をみた。
